
遺伝⼦でリンパ節転移を⾒分ける~⼥性にやさしい⼦宮体がんの治療へ~�
 ⼦宮体がんは婦⼈科がんで
最多のがんで、治療は⼿術が
基本です。�
 ⼿術では、がんが転移して
いる可能性があるリンパ節も
切除するのが⼀般的ですが、
リンパ節に転移がなかった場
合、結果的にリンパ節切除は
過剰実施であったことになっ
てしまいます。�
 過剰なリンパ節郭清は治療
的意義に乏しいだけでなく、
難治性のリンパ浮腫を引き起
こしたり、術後の⽇常⽣活が
著しく妨げられる原因になっ
ています。�
 もしもリンパ節転移の有無
を遺伝⼦で⾒分けることがで
きれば、多くの⼥性が負担の
少ない ”やさしい” ⼿術治療
を選択することが可能となり
ます。�
 ⼦宮体がんは、予後良好な
がんの⼀つです。だからこそ
治療による負担を少なくした
いと考えています。 �
 私たちは、誰でも どこの病
院でも 受けることができる安
全なリンパ節診断法の開発を
⽬指しています。�

 本研究は、各種がんの診断と治療の道を開いて
医療現場のニーズに応えるという理念の元、⽇本
医療研究開発機構(AMED)の⽀援を受けた多施設
共同研究として進めています。ご協⼒頂きました
患者さんのご厚意に深謝いたします。�
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